









































































































































あった LCC 都市計画課の介入であった。当時，LCC で戦災復興を担当
する部署には，モダニズムに共鳴し，近代建築国際会議 (CIAM) のイギリ













































体化しつつあった１９５５年になって，市の助役 Town Clerk エドワード・

























































ーター・チェンバリン Peter Chamberlin (1919-1978)，ジェフリー・パウエ
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